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（座学2）野鳥がくらす環境を守ろう

・庭に野鳥を呼ぼう 庭からはじめる生物多様性保全の取り組み

・日本野鳥の会大阪支部の活動紹介
大阪からネイチャーポジティブの動きを

日本野鳥の会大阪支部 支部長• 納家 仁
•

「おおさか生物多様性応援宣言」とは、大阪府が2023年
4月から開始した制度で、生物多様性の保全に積極的に取
り組むことを宣言する府内の企業や団体を登録し、その取
組みに対し、府がＰＲやサポートを行うというものです。
本会も登録団体として「野鳥を守ることは生物多様性を

守ること」を旗印に、生物多様性保全や回復への取り組み
を進めていきます。

多くの鳥を呼ぶために

食べ物 木の実 草の種

水場 水飲み 水浴び

身を隠す場所 藪 下草

巣をつくる場所 巣箱

■庭に野鳥を呼ぼう

庭に野鳥を呼ぼう

ピラカンサモチノキ

が多いほど、野鳥がやってくる

・鳥の好む実のなる木を植える
・在来の植物を植える
・出来る限り木を刈り込まない
・農薬散布をやめる などで

鳥の餌となる昆虫類が多く生息するようになり、緑の質や量がアップし、
多くの野鳥が集まるようになる。

庭に野鳥を呼ぼう

を飲む、水を浴びる

街中には鳥たちが水を飲んだり、
水浴びするのに
適当な場所が思ったよりも少ない。
１年中、鳥たちが利用できる水場
をつくろう

庭に野鳥を呼ぼう

が小さな生命を育む

街中では、アスファルトやコンクリートで地面が固められ、
土の存在そのものが貴重。
クヌギやナラなどの枯葉や腐葉土を地面に敷きつめれば、
ミミズやコガネムシの幼虫などが増え、鳥たちの大切な餌場に

ミゾゴイ

庭に野鳥を呼ぼう 庭に野鳥を呼ぼう
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「野鳥も人も地球のなかま」
～野鳥と人がともにすめる社会を実現するために～

日本野鳥の会は、1934年に設立され、多くの会員に支えられた
自然保護団体です。当会では、自然と人間との共存、調和を目指
し、生物多様性の保全に取り組んでいます。野鳥と人がともにす
める社会を実現するために、当会は主に4つの活動を行なってい
ます。

日本野鳥の会の活動紹介 日本野鳥の会の活動紹介

日本野鳥の会の活動紹介

■

■

■

はじめてのバードウォッチング

バードウォッチングをはじめるときに準備するもの

①フィールドノート
観察した鳥の記録をメモに残す
ポケットサイズのものが便利
②野鳥図鑑 鳥を調べるために必要
③双眼鏡 鳥の姿を大きく見るために必要

はじめてのバードウォッチング

どなたでも会員になれます。
鳥を愛し、自然を愛するなかまは全国に約５万人、大阪支部会員数は約1800人
あなたも、日本野鳥の会に入会しよう

※定例探鳥会以外に一般探鳥会や
平日探鳥会なども開催

日本野鳥の会大阪支部の活動紹介
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鉢ケ峯探鳥会 毎月第1日曜日
9:15～14:00 
鉢ヶ峯は堺市の南部丘陵地にあ

り、里山的景観が見られる所です。
農耕地や集落、雑木林やため池・
小河川などからなり、野鳥を始め昆
虫や野草など四季折々の自然が観
察でき、楽しめます。
※事前申し込み制

詳しくは日本野鳥の会大阪支部の
ホームページをご覧ください

錦織公園探鳥会 毎月第4日曜日
9:30～14:30
大阪府営錦織(にしこおり)公園は、
羽曳野丘陵の南端にあり、丘陵の
地形がそのまま生かされた公園で
す。森林や草地、せせらぎや溜め池
など、｢里山｣の環境が豊かに残さ
れており、数多くの生き物が生息し
ています。
※事前申し込み制

日本野鳥の会大阪支部の活動紹介

日本野鳥の会大阪支部の活動紹介
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1961(昭36)年 大津川河口から忠岡町・岸和田市海岸部

https://www.youtube.com/watch?v=vKizv5sufJo

https://youtu.be/DztKU0Fk8x8

ネイチャーポジティブとは「2030年までに自然の損
失を止めて上向きに転じること」。主要7カ国（G7）
サミットや国連で合意された世界目標

シギやチドリを守ることは
干潟や湿地にくらす多くの生き物をまもること
私たちも生物多様性の恩恵なしでは
生きてはいけない
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